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Takahal'u FUKUTOMI 1951 Study of Sea-Ice. (The 14 th RepOl't) On the Steady 

Drift-Cllrrent and Steady Drift of Sca-Ice Duc to Wind ill tho Froz('ll Soa. Low 

Tempm・atU1'eScience， 7. (With English resllllle p. 37 ) 

?持永の前究(第14報)

氷海に於ける定常吹迭流と氷の風に依る定常漂流*

瓶詰孝治

(f氏滋科挙研究所海洋器部門〉

(昭和 21!f. :l月受理〉

1. 緒 = 
日

前長に沿いて，氷最の少い海同常風が連吹した場合，海流吹還流以外峨腿の影響を考慮

して，その氷の漂流につき理論的考察を行った.本報告lUないては，一般に海国の任意の商杭

が流氷守護われていた場合lC，定常的な風のHf吹によって起る氷の定常漂流につき吹主主流と氷

の風階、流の影響を考慮して理論的考察を試みた.

氷海の定常吹j主流l乙関しては， Ekman博士， Fjcldstadt 博士， Sverdr・Up博士， 野満博士b

日高博士写の現論的研究がbる.F町j必糾cld必stωac必1託q博も専t士の理1詰諭l命首は， Ek王α叩ma阻n'f博事士の式iにζ?海毎の表面tに乙2沿訟い

て氷の影開響として表矧商吹;誌芸蹴流W に叫上比七例する抵抗を:考母えたのであるが， SvcωI吋昨耐山dr伽伽ru叫u
ア

Fド一 .jρ) _ _ ，，.，，，， dW  予V
を一般に去商吹詮流の或る同教F(W)と3ないた・出吋博士は， との抵抗は -'dt1こ比例すると
~まえた. しかしととでは定常状態を考えているのでbるから，野満博士の場合は別問題で・ある.

日制:九氷の抵抗というものを考えなくても，氷海にやける氷の誤流の偏角が Ekmullの

J~H論航 450 J:りノj、であるととは， ~#bWi性係数が海の去i百{から下方IOHカ11するとすれば説明され

るととを詫意した.

とにかし従来の理論は， 71(の漂流は去問吹詑流と同一で4うるとの考え{C立脚しているよう
G) 

(c忠われる.筆者は前司RIζ主ないで，氷とその下の海水とのft11には主として風曜に基づく和釘流

が存在するととを指摘したが，かような場合の氷の漂流，去阿吹主主流について考察を試みたの

であって，従来の結果と吹j主流についても異なった結果を持た.

II.理 論

一定海流のない賢く深い海の表面の或る商誌が流氷により袈われている場合l亡，)E常的友JAl

がj主吹して，吹越流も流氷の漂流も定常j[J~態にあるものとゴ与える.この場合は1rt，日々の流氷塊の

運動を論やるのがr;1的でなく，金憾としての氷の運動を論歩、るのが目(1せであるから，流水はノ

* 北海道大挙ft~igl料亭飢ずtffr主主総 tf， 123 f!A.昭和 23"1' !o月 15fJ 日本海洋縫合に;}s:.、て災表・
fま滋科書星第7i!iIi 昭和 26'1';
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の閣では担割運動はない， QPち大きさや上回，下部の形!Lたが皆相等しいものと考える・今，

8: かような海部の閥抗

8r: 8ftる海商中の氷の!.1.iめる水平組問も'f

8A : Sなる海面!:i'の露出海商の商品ー，従って Sλ十Sr=8である・

8;: 1流氷塊の水平表面積

&F: 風l亡診}ずる 1流7J(の受陸部積

8;": 7.K流l乙:l[tずる 1流7Kの受Ji塁間抜

(J" : 宰j誌の続皮

恥: 海水の宿皮

ρi : 氷の卒者皮

万: 平田で境ーする 2つの流位，または流鰭と問時とのII日の摩擦係Ji&で，資!段によれば

0.002--...0.002，5ぐらいの航である.

マ 流轄の中i乙続々 の物躍を置いたとき渦ぜ:色伎やるために働く託:))'[の係数で， 7](四皐

によれぽ0.4.....，0.8ぐらいの前ーである.

T: 海部の翠依田践に抑jいで海水を運動せしめよろとする tangcntialforcc. 

ν: 風下の方向から時計廻りにifi!JったTの偏角

JJf: 1流氷の質?をで M=8;dpiである.

d: 流氷の司王均!手

ω: 地球!当l悼の角速度

ψ: 緯度

V: 風悲

官: 流氷の謀、流速度

?tJ : 流氷の表暦海水lζ封ずる相釣流jili(主として風!単流Jlli)

TV: 吹詮流速

α: 風下の方向から時計廻りに測った氷の漂流方向

。:風下の方向から時計廻りに測った相野流の方向
r: 風下の方向から時計廻りに測った吹港流の方向

μ: 潟水の渦*M'l:係数
とする.

(1) 海水の運動

党事海水の運動をf与える・海水を運動せしめようとすろ力は，時f1¥海町に聞く風の張力とtie

氷の表商海水1;:訴す乙和主J運動によるE尽力との 2j]・である・従ってとれせ;の 2jJによって惹起

された水の運動は， 24出海面の部分と流氷下の海水部分とで多少異なる結果， 1与の去暦では渦

流を生じて複雑な運動をするはやであり，故事的取扱いは問主J~である。しかしながら，出ノ'J(f(jj



永海l亡於げる定常nた主主流と永の瓜I亡依る定?苦漂流 27 

下少し入った所で、[士一様な流れを生やるものと考えられる

から，複雑な去暦部分は取除いて，次のような偶車h考察

を行うととにするoQ1Jち，海面下少し入った}iJi'1亡海面IZ:""1三

行な一千而を:汚えて， との千百上にはJ:IZ:;述べた2力が千

均されて一様に働くものと考えた.

j¥むことの千百の1'{i.1if.. KriW'こ働く j)は;;ro臨l乙示したよう
に，風下の 1;向 iと働くんV~ と相;明記向 lこ{動くら 7tl2 とで，

その合力カ~Tである.イl!.し

， んまt
応0=-15'-

I戸会(kwn 81十)'kいれ23(ん+).k'，ぞ)
1.:" = YjPa， ん=仰、v

/;，，'=マFρ叫 !v'w=万'P，v

団句

~ 
針よわ

第 厨

(1) 

(2) 

で，れま Oから 1の1mの仙:で， ).=1の場合は渦流による 'Cl1Cl'gy10ssのない場合で， ).=0の場

イ?は渦流による ellCl'gy10ssが完全に存在する場合である・

従って;;rn悶にやいて
T 1"0 V2 1.:27tl2 

sin s -Sil1(sーの-sin j) 

なる関係があるから，

1"0 
-，-=0. 
lid 

v 
-一一=xv ~."' ラロX'

と泣けば， tangcntial forcc とその{同角は弐式で~Ii!えられる.

T=lvo V Nl+2X' cos ß+X'~. 

tall ν X' sin s 一一-l+X' cos s 

従って，吹j主流とl火設流向は Ekman/19:二I;(Cよれば，

JV=-..二 T 富Z
ペ12J.1Pwωsin!p !J 

r=ν十450

となるの"c:-ibる.

又nは81ドの流氷塊の数である.

(3) 

(4) 

(5) 

(u) 

(7) 

(丸)

開な場合として，錦商露出の場合同与=0であるから向。vョ，r=450 となり，漣
& 

常よく会11 られた場合lこ一致し，~~海雨氷l亡夜われているJ品合にはづヲー=1 ぜあるから T=kâtl2 ，

r=s+4f)O となる.

(2) 流氷の運動

ーたlζ氷の3!l!動を汚える・ 1 つの流氷塊l乙働く }J は;{~ :3 ~;'ill三本;いて，氷のl:ñ'rÎI乙働く風の・時
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?ず(ネ目釘よえJ

.. . 
d-:ß.~-'>(}i.ß) 占禁 5船

長(表面R土砂it$幻

第 2 溺

抗ゴJKl V3 と，氷の下街iこ!効く水の抵抗力 K271J3 と，氷の漂流方向 iζ 宰~tl，北半球では右(L底究j

i乙{動くま也まま自縛のiiu年内力 2w1rlv sin ψの3力である.1旦し，

K1. =k"S;十九'8/1 

I(2=k，，8，十ム/8/'J 
(9) 

である.今，

IG 
C=j己'

b=~ ωMsillψ 
Iu 

w 
三 yv 

(10) 

v 
一一一主主U.v--' (11) 

と泣き，沼2間iこ手ないで 1，II方向のゾ](1)釣台と， 1+11すがt，氷の漂流，去而II}O主流の3者のItn

の関係を;Jとめると，前*-誌の場合と金く向践に;:J(J:¥)J'得られる.

C co~ α=aPcos (α-s) 

C sIn a=.?;2州 α-8)÷btt
(12) 

?l sIn (α-s)=ysiu Cr-.s) 

x sin (α-s)=y sin (r一α)

再び、

つ宇吋

一一三宝x;
c 

，c
一c一
一一A
 

m三日in.150ココcos450， J= 
k~jJm 
一一一-
g 

(13) 

と泣き，

γ=一一一-m.一一つ {A十x(('os s---Bin s)} 
II/ A~ 十 2Aλ('()ss十人“

話吋-s)=一一一一JIL---4-{J1(C058 sin S)41}) 
内I:;p平2A2{記司平二t:J --， 

I 

州 rーか一一ω一一一一、 {A(倒的Ius)+X} I 八;:A~巧A%日弓平二千 i 

l 
(14) 

biIi(rゆ =JA(叫一川)+JX
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なるととにまn~1 すれば， (12) 式からニY江にがf~J.られる.

0+ j)X3ー{(l十21-jA)巴(情。十jA siu ß}X~ -ト{(1+j) +2 (1.-jA) cos2s 

+2jA Sill 13 cos s}X.-{(l.-jA)cos 13七fA Sill s}=.u 

とれを鑓形すれば，

{(1+ j)X -C08 13+ jA(cos s-sin s)}{X2 -2Xcos s+l}=O 

M~ 2項は一般lとは零とならないから，

X=-"osß.ご准(~竺畦二全島一
1十f

(15) 

が得られる.

又(12)式から

J-Axt(coso-X) 
-X石可子弓子五志子

であり， (7)ヱ℃から

y= k2CV =ーァーII/.::P平日I子百s+X2

であるから，雨式から

v-b-Xま(c;~ß.-X)
jci X2十{(A--1)cos 13+ (A十1)sin s}X-A 

(16) 

， (17) 

(18) 

が得られる.郎ち風速 Vが玩知であれば， (1 5) 式と (18) 式とから相釘流の流~7t7 と流向。

とは求められるのである.

ずくに(12)式から

。ーtall- 1 (圭二主竺~ßì-.山 ¥λ了sin13 ) 

n=子{話11α-Xsin(α-s)}

(19) 

(20) 

であるから風速の V及び相変J流のx。がわかつてゐれば， (19)式， (20)式により氷の漂
流の流連句旬と流向 αは求められる.

また (17)式と(内)式， (0)式により

炉等11/A2十2AXcoss+λ可 (21) 

¥、
S
Fノ一8
0
一ω
n
一psy
 

x一七一A
/
l
¥
 

十。乃44 一一
(22) 

であるから，風速， ~;日釘流が抵夕、nであるから， (21)， (22)式によって吹;主流の流速 wと流向

T とはオミめら ~1るのである.

初、上IC主主ぺたように， ;ìJ(の海水lζ封ずる ~;~I封流，吹;主VIE，氷の漂流を求めるためには，風速

以外に b，c， A， jせ;の常数のlilJ.を知らなけれぜならない. とuA!i--';の'lir教を示せば戎式のよう

であ与・
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Aロ豆一。

(23) fJI7F(1一等)

(24) 

、... ‘・z-a--a・・2E
・E・-e----R--g
・E・E・-----zzsd竃〉
，
Z
可

jA=今戸(1一号)
2ωdρi sin <p 

い(同答)
b 

0' 
l+~g~­、.。ドa 1Vj. -一一-Pw 1.'-，.st 
1十さ一一，、，

c'一色 (1.-令)
-JW3手長与)
~=す
SA . Sr 
ーム+一--:~ =1 s . s 

伊j算計III. 

上i乙述べた理論の 1 計算似jを掲げる・場所をオホ{ツク海北海道;~ilrJとして，緯度を <p=450

また梅氷は平らな氷盤と氷岩とが混在おま?した氷野のようなものとして，と限定する.

Pi=0.9 d=100 cm， 包F4×1円与=3x10-3 

海水のi品川i'l'!J:係数Pw=1.025， ρ，，=0.00129， 従って ~=200，と仮定し，ザ=0:0025，が=0.5，

百l授に知られμ=1.00 CJ.!IllJls 10 m/scc f-C到し Ekman式による吹j主流:uliは風速の 3%となり，

ている航とほぼ一致するからとの航をとった〕を探mする.故iζ(24)式から，
l】=0.622，c=0.347 x 10-3 

1の3;1品・合について求める

とJ，fn去のようになる・ mL-A=l， 
封ずる氷の日j識と下聞の突起による受隠商杭i乙起因して71¥.を運動せしめようとする力が全部千T

氷長(3)がOの場合同

海水の流71¥.1こ

Aム，j， j斗のfi附

A=OIは土それぞれ氷とノ水kとの境J界字iに乙3沿予いて，

(23)式lとよりが符られる.

おくに働く場合と，il同流を生じて全部グとわれた場合とである・但し，

氷の漂流

v， 'U又は掩
2f; 4間，

( '2ク¥ ( W ¥ 
前述のi担論により柏お流い=γ，s)，吹主主流¥y=-'{T-， け，
氷設すが0，0弘1.0の3場合を別々明示すれば第3悶，

但し，闘には横l¥iJI11乙風速を，縦lF.!ljl亡流誌の風速に封ずる比a:，

雨背の差異l土問題にならない.

とれらの場合l-ctむ

(1l=-~シ，のを計算し，
2{~ 5闘が得られる，
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第 表

氷 -;it(手)
). ). 0 

A f fA A j fA 

O 。。 O 39.7 X 10-3 C町 O 39曹7xl0-3

0.5 0.625 31.75 X 10-3 19.85 X 10-3 3.625 5.47 X 10-3 19.85x 10-3 

1.0 O 63.5 X 10-3 O 。 1O.9r， x 10--3 O 

乍1一同J
4 

3 

2 4 1;-----8---'厄

第 3 翻

み百永遠 白三lLf| 凶 し~\ I 加

い I¥'j---十 m1
31 I 7L I ~I~~~/ I| 叶:，--r-=1一一一一昨

--αo認め
---圃

。I'st:T寸|ーIv
ど

l『守二イ ! ド;なごむ
吋 o 山 口惜 2 4 6 8 10 12 il¥; 

第 4 圏



れの風下からの偏角く右偏〕 ιr，αをとって悶示しである.
同によれば，氷の漂流は吹誌流とかなり異なるととは明らかにわかる・ Lい今まE悶3拍カかミら筑付かiれ'1.， し

る諸

1わ) 風:迩2宝!があまりイ小、でで、右な:1け?ればおの{他'[!j庇{立[はlほ王lぽま支?一定値を示す.自印印11内ち， 相長釘}流i延辿速ll.主~7t7 (風!限終流〉 は

:近丘引{似以的lに亡l風車武u速宝 VIに亡比例ずる. しかもとの比例常数は氷:是や Aの航ICはほとんE無関係で一定
である・また和主j流の風下からの{品;向。は風速が小であれば大であるが，風速が大となれば念

IC減少して，零J:州州大きい或る一定{枕示ナ VニOはげる0の11は 3zMlこ
fft L ).J亡関係なく 45--900の[鳴を経化する.

2) 吹;23流速'と風速との比例む風速の極く小なる部分を除き近似的l乙風速 V!C比例する・
口

印ち，吹送流速 Wは似的には風速の 2乗に比例する・との比例常数gはすが大となればJP7

カflずる・吹;還流の風下からの侃JfJr は風速:Ò~小なる nßは火であるが，風速が大きくなるとだん

だん減少して， 450 より f旬以なる-Jtr fJl'{~示す V=OI乙封ずる Tのfj，'tはJ51Mlこ釘
し45-1350の!却を鑓化ずる.

3) 氷の漂流速と風認との比 7tは，風速があまり IJ、でなければ風速との1mに近似的には疋の

ほ記長関係が成立つ. gpち，

む勾D(l+EV) 

で表わされる.位し，D，EはiEの俄である.従って漂流認申は近似的lこ

恒正予DV(l+EV) 

で表わされる Dは十 Aの謎化出し大附教である Eは号以となると11、となる

しかも大凡DEとすである・漂流の風下からの偏角 αは一般に戸と Tとの中間の値を示しI JiU.t 
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越が!J、であれば大であるが，風辿が少しJY'fJJ目すれば怠:にi成少して極小fn'(!こ江;しそれ以上風速

が大となれば漸次冷大して， 4.50 {こ近づく. しかし大さ、つば l乙見れ~f'， 風速があまり小で・なけ

れば0"，450の*1自の或る一定航になっているともいうととができる・

4) A=lとA=Oの場合を比較すれば，相釣流ではほとんと、設がないが， 吹詮流と氷の漂流

では常然のととではあるがA=lの場合の方がi記述，偏向ともに大台ある.αの場合には特1<:著

しいイル 3-zOのj村には A=lとA=O山けるとれらのIiはそ仰れ全く一致する

5) 同じJ1Qt迩の場介，氷:長がf(り11しでも相当im:の流速，流向lこはほとんど?鑓化がたいが，吹

誌iJiUili及び氷の漂流速は A=lの場合lこはJ府方11し， A=Oの場合lこは減少する・ また吹j主流のf!nl

jfJ I土A=l，A=Oのi持場合とも，氷去がめかiすると多少土佐加するが，氷の漂流の侃jfJはA=lの場

合は増加lし， A=Oの場合は減少する・風速5m/80C Iこ封ずるとれ等の関係を示すと第2哀の如

くなる・

第2表 風速 5m/日ecの場合、つ中目的・流，!!K完主流と永の漂流

風 法 V=5m/附 i ). ). 0 

対立 frk S1/S O 0.5 1.0 。 0.5 1.0 

ヰ自主j流(i;点.iill2?(¥Cr出nnじn¥)I 9.1 91| 

lliniifl s (皮〉 6.3 7.0 6.3
j 

5. 

吹注流 (M(去~ I 7.8: 2.2 

II品f'lrくj災〉 45. 49.0j 45，0i 4o. 49.0 

{制。ω 伍 1 止 19.2 13.2 10.7 
氷の漂流

!偏角 α(皮)I 2.1.0 24.0i 12.51 
一一一一一一一一一 一

IV. Nansen 博士の漂涜結果への趨用

Nansen 1412は Fl'am慌に日北極悔の漂流(問3，，-，1890)の結果を泊?初期間lこ医分して，

その期間勾:の千均風速とJ1Qtによる千均漂流速，その流向のJ.ii't1ごからの侃!fJを算出している・今

との結果によって，被!~JhIと風速をとり，蹴l[Ilhにそれに到する平均漂流速又はI!iWJをとって話liを

記入すれば第G同及びZ57問が.mられる.
Ekman博一一1:が Nanscn博士の結果を設i珂するために， 有名な吹j主流の担論を公けにしたと

とはよく知られたととであり，それJ)， 31~多くのJ347部こより氷が去四i火器流と同じ運動をするも

のとして研究が進められてきたのである・民くi架い海lこ沿ける定常的主主商吹主主流は，Ekmall博

て1:によれば風下からの偏ff.Jは450 (北4ミ球では右侃)で，流速Wは

明p"v-nァ=一一一一一一ーで、12メtpwωSillq> (27) 

で、表わされる・ 従って WI土 V~ Iこ比例するととになる. H~ G国にたいて資il¥lJfil立の全予均v=

踏ま，凶抗告印される1悩亘るように (27) 式を献ずれば立~G同の話ii線になり，こ
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の ÙII~Jj~ と 1賢iW)fir{ とはあまりよく一致しない. また2f~ 7闘の資制された偏角も， Ekm!tll 博士の

理論([(1.4:30 よりは小なる杭が多いのである.
S) 

その後 BrCI山 ckcωc氏悶カが， D巴山u帥Ia拍凶口

が Ma叫ud~琉党の北 Sibcria 11海毎の調T張E訴車結占果から三求kめたものも 4必50Jよ:り/イ小jト、であつた. との角度が哩諭

1it[450 と一致したいのは， とれせ:の海l乙流氷が{Uf3して，去間流の流速の或る陪ì~設として示さ

れるような抵抗がある影響であると枇られてきたのである・ とれ時し近年日高時JJlま，
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Ekrnan博士の μが一定という代りに μ=ρ0(1+αZ)2と置き， 1果さ zの鑓化lこ'1'1:なって μが

鑓るものとすれば，偏角は 00 と450 との*間純になるととを示した・ しかしながら，以上の測

定結果はい歩れも氷の漂流でbるから，氷と表酪流との間Il:相封運動が存花するならば河巧-し

なけjもばならないととは ~1すまでもない.

さて本論文の程論を Nauscn博士の結果lこ趨用してみよう.うとやその前に王m諭式を少し筒唱

な形に書き換えてゐとうと思ろ Nanst'nFHての場合は金海部が流氷で、寝われていたと考えら

れるから， 7.同十1なある従って A=Oであるから(向式， (的式以のようになる
A
D
・P
す
J

時
一
十
c
一
]一一X 

V=~ 一一ーさr~
c~ .. 1'""十8ins'-C08 s 

(2♂) 

(29) 

2t~ [)聞からわかるように，風速が或る程度以上大であれば 131土小であるから， fIll s句。，

C08s与 1とゐけば， (28)式と (19)式とから

¥
、
『
/
V
 
L
一川一JH

f
 

f
¥

，，
 1

可
上
町

民

向

となり， (29)式lことれを代入すれば氷の漂流の偏角αとして

子jN可 V
tanαと =よ日工)互E

山 ，，~-f - 1+EV 
1十一 vι=V
bNI平子

が得られ，また (20)式から氷の漂流の速さ世は近似的iこ

A古/ F)'!ょ、

内一一~V~1十一一:.1 • V)=::DVC1十EV)
(1+j)ii ¥ bN1+j ， I 

で表わされる.また吹j主流速とその侃角は (21)式， (22)式から

y-2E」 -ofvτbm(1+ j) 

同 50十五5z

営 (30)

(31) 

(32) 

(33) 

(:34) 

(35) 

が符られる.

今， (33)式及び (32)式で県えられる型と αとの近似式を Nat政Il博士の結果に趨月]してみ

る・5f~ 6回，第 7闘の官ifiiJ般から D，E，jは濁立に求められるはやであるが，偏角の1I1J.は羽liが

かなり散在していてそれだけの:精度がないので，風速 V，漂流jiliv，偏角αのiE切の平均fi1J:V 

=328 cm/scc，五=5.48cm/sc('， tallα=0.612 (α=31.50) (いやれもJH6悶，Ji~ 7悶Eドl乙xr:!Jで

示す〉を湖足するように仇側雨式のD，五 fの依を種々挺{むせしめ，弘主:の純
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f
 

ーがIEのfJi'(をjf;すιののr1'でj誌も官iP.1Jiこ合致するような lJ， E， jの前を求めた.担r.L m==0.707~ 
10) 

ω=0;72"( x 10句ち ρ戸 0:9，ψヱゴ略。iμ==100，ρw口 1.025，d=350 cm (Papanin氏が北桜楳拾の

i祭; 1937!rf. 5月23日北桜.i!l:¥で測定した氷野の'1'-らな部分の氷厚は 3.1mであったから，と

れに氷JI:の部分を考慮して 350Cll1ととった〕とした・

・その結果として D=8.s3x 10-3， E=2.間 X10-3， j=0.2s4が1&も池宮と推定された. との杭

を(:33)式と (32)式P::ft入して世或は α と V との関係を開示すれば2í~ ß 悶，ヨ~7 問中の!賀線

ーのようじたる.自jJち，資il¥lJfn'Iとかなり日設した結果が得られるのである.
1.i.J. ~ -7" 8{ 8;げ

北ばめられた D，E， jのfJIl:IJ， ~ A (7) fiなといのがi.， 1ftって37Iの円を計算すれ
ば第 3去に示したようになり ，Aの1!I'(はA'.1となっている.また参考までに筆者等が風限流の

測定結果から求めた大氷盤，大氷す;ーの自!i.を一緒l乙掲げた.

第 3 表

J氷(Sr¥ι 不均 h S/ S/I 
氷の和初;測定者 以下)氷厚 (d)'). b c |ヲτ-，Sr
氷野iNansen jlnlq耳m 1.0， 1.0 14~ 0.151 x 10-3: 5.5 x 1刊 82x1刊
一一一一 "-1一一一→ーι~一一!一一=-1一一一
大 氷 蒋出|恒竺竺i巴竺巴土出 o竺タ(二竺己i:一一JJ二ゴ竺:土~I一oωω附…お孤酌恥……8れい…X刈J巾iωルOふμ出吐-3ゴ士一3jrihl
大氷蛾救(?)¥，悶 ヒ o片 山 -1 0.6531 0.0仇 l什ω 什156x10コ
Nanscu 'F.~--I::が1史iP.1J した流71\.は氷野を代表するものと::~えられる. 氷野は主l工担な氷の部分と

8;' 8r"命， μι
氷JI:野の部分とから宇佐成されているから -8，-' 8iーのfJl'i.は ~~I C:7J、ω 氷盤のrl'間l乙位すると

と刈侍されるが，との場合-3immいてはかような邸側i成立っているが93;については
成立っていない.とれはむしろ筆者等の抑制したん氷盤が異常のものであるととに原国ずるら

しい.何伎なれば，その':;1王均氷厚が 5.7111であり，明らかにオホ{ツク棋で結氷のみによって

8;" _ f.t_ ゃ Sj'._ r t .J"，'-. __ J L. .U~. ，_ 
生じたものとは思えない・またすの飢かすに比較して非常いえであれとれはやはり氷rI:

野の一部が岐壊されて生じたものと見るべきであろう.な:lv'多くのえ!えについて測定が必要であ
y;s{_ ぷ't

れ将来の研究に侠たなければならない・ととではた人 sc'-8
i
-の見常を示しただけである・

V.結語

腕く深い海の;夫聞の任意の珂杭がijiE7l\.で、観われている場合，ムif?;?瓜が;~事吹したときに起る定

常的支商i次選ちlt，氷のノkに1Jずる定常111封流，及び氷の定?;?漂流iこっき担論的考察を行った.又

との結果を Nausen"l専七の北極海にゐける漂流結果iこ趨mしたが，かなり一致した結果を得た.
本研究lζ要した1VIJの.-"':iW)は文部作自然付与1研究11(によった.尽く感謝の立を去する・
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Resume 

Thc wl'itcl' studicd theo1'ctically on thc sUl'fa巴e-drift-cur1'elltand thc d1'ift of sca-icc duc 

to wind ill thc wide and dccp sea of al1y icc-arca-pel'ccntages， whcn thc stcady wind b10ws 
on thc surfac巴 ofthc sca and alsCl thc drift current and thc drift of icc altain to a 

stationary statc. Hc， also， applicd his thcory fo1' thc rc1'u1ts of thc drift Or icc-field that 
obscl'・ved by Dl'. F. NitllSen in th巴 A1'ctic Occan， and found that thc l'esults arc fairly 

coincidcnt with the obs巴rvatiollS.


